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2016年度博士論文（要約） 
関西大学大学院 文学研究科 総合人文学専攻 
 博士課程後期課程 09D2008 彭 妍 蓁 
坂口䙥子文学研究 
坂口䙥子は日本統治時代の台湾文壇で活躍した日本人作家の一人である。当
時の在台日本人作家は男性が多く、その中では、希少な女性作家であった。目立
つ賞はとらなかったが、彼女の作品は興味深い。これまで、坂口については、日
本統治時代における戦前の小説を中心に研究されてきた。そこで、戦後の作品に
ついての先行研究論文、資料は、極めて少ない。戦後、坂口が日本で発表した作
品に対する研究もわずか数本しかない。さらに、坂口に対する作家研究の単行本
は一冊もないというのが現状である。本論では、今までの先行研究を踏まえつつ、
研究不十分な点を精査した。そして坂口の戦前に関わる作品や戦後の作品群を
中心に研究したのである。また、坂口作家研究にも取り組んだ。これらを総合し
て分析、考察し、「坂口䙥子文学研究」の新たな視点を提示した。 
本論は四章に分けられ、各章の概要を以下のように説明する。
まず、「序論」の部分では、日本統治時代前から終戦までの台湾でどのよう
な文学があったのか、その流れを簡単に紹介した。さらに現在までの坂口䙥子
についての先行研究と研究の現状を詳しく考察した。最後には、研究の目的と
本論の構成の概要について述べた。 
「第一章 坂口䙥子の生い立ち」は、六節に分け、坂口の生涯について記し
た。各節は、「第一節 出生と環境」、「第二節 文学への揺籃期」、「第三節 
板橋源との出会い」、「第四節 最初の台湾に渡る」、「第五節 結婚と再度の台
湾生活」、「第六節 戦後の活躍」である。六節全体で、坂口の文学活動の出発
から、晩年の創作活動を取り上げ、その時々の彼女の心情や生活等を詳しく述
べた。 
 「第二章 坂口䙥子と台湾」では、二節に分け、坂口䙥子と台湾の関係を考
察した。まず「第一節 坂口䙥子と『台湾文学』」では、坂口の『台湾文学』
での活動状況や、『台湾文学』同人達、特に台湾人作家達との交流などを詳述
し、坂口の文学が、いかに、日台交流の中で成熟していったのかを分析、考察
した。 
次に「第二節 坂口䙥子の異文化描写―一九四〇年代初期の作品」では、坂
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口䙥子の異文化を描写する小説「黒土」「春秋」及び異民族を描写する小説
「杜秋泉」「鄭一家」四作を取り上げ、分析した。「黒土」「春秋」二作とも日
本人農業移住民を主題とする小説である。「黒土」は台湾中部移民村で生活し
ている日本人農業移住民の生活や郷愁を描いたものである。坂口はこの小説に
よって、台湾文壇への道を開いた。次に描かれた小説「春秋」も同じく農業移
住民の物語である。この二作では、農業移住民の出稼ぐ心理や移住民社会にお
ける社会的階層の差とそれによる軽視や移民政策の矛盾を書き込まれているの
である。本島人を主人公とした「杜秋泉」は、本島人の視点から当時の台湾の
生活様式や環境を描写した初めての作品であり、坂口の最初の異民族小説と言
える。同様に、本島人を主人公とした「鄭一家」は、主人公鄭氏一家が皇民化
運動に巻き込まれて、そこに生み出した新・旧文化の矛盾、反動を主題として
描かれた小説である。本節では、これら異文化、異民族を扱う小説を通じて、
支配者側である坂口の視点に着眼し、日本統治下台湾での内地と本島の人間の
文化的接触や相互の葛藤、新・旧文化との軋轢などを探求している。 
「第三章 戦時下の坂口䙥子」は坂口䙥子と戦争の関係について考察してい
る。「第一節 坂口䙥子と戦争―『灯』を通して―」は戦争に関わる小説
「灯」を通して、戦争と坂口の関係について探求した。一九四一年、太平洋戦
争勃発後、日本政府は戦力増強のため、作家の徴用をはじめた。作家たちの一
挙一動を監視し、指導し、作品を検閲したのである。坂口䙥子も国策に巻き込
まれ、何篇かの戦時体制下に沿った小説を書いている。作品「灯」も戦時体制
下の国民を題材にした作品である。坂口䙥子は台湾に滞在している期間、日本
政府に植民地政策を批判する作家という理由で、戦争非協力者というイメージ
で見られがちであった。一体、彼女は戦争をどのように受け止めていたのだろ
うか。また、坂口は当時戦争に対してどのような考えを持っていたのか。本節
では、彼女の戦争に対する心境の変化を考察し、当時の坂口が戦争に対してい
かなる態度をとったかを明らかにしている。戦争と切り離しては考えられない
太平洋戦争以降の坂口作品に取り組んだ。 
「第二節『蕃地』論」「第三節『蕃婦ロポウの話』論」は、理蕃政策や内台結
婚等の問題を描写した小説「蕃地」と「蕃婦ロポウの話」を選び、分析した。こ
の二作は、戦争を避けるために、一九四五年四月から一九四六年三月までの十ヶ
月間、台湾能高郡蕃地中原で暮した坂口の疎開体験が大きな意味を持つ。坂口に
とって、疎開生活は貴重な経験であった。この経験を生かして、終戦後、日本へ
引き揚げた後、蕃地を舞台とした作品、坂口は「蕃地」、「蕃婦ロポウの話」、「霧
社」などを次々と発表し続け、蕃地作家と言われた。小説「蕃地」の主人公林田
純は、日本人の父と蕃婦の母の間に生まれた混血児である。この混血児という素
性が仇になり、純は二度の結婚とも失敗に終わった。三度目は、純は母のことを
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隠して、出生の秘密を抱きながら、結婚した。しかし、純は大切な人である妻と
母の両方を、自分が傷つけているという罪の深さに悩む。小説の最後で、純は妻
の純粋な眼を通して、徐々に「混血児」であり、同時に蕃人でもある自分を見出
していった。 
もう一つの小説「蕃婦ロポウの話」は同じく蕃地中原を舞台にした作品である。
日本人女性「私」とロポウの友だちハツエとの対話を通し、蕃婦ロポウの悲劇的
な一生を描き出した物語である。坂口はハツエという蕃婦から聞き出すという
形で、その時代の特色を反映した「蕃女」という女性像を作りあげた。また、蕃
婦ロポウの一生を通して、当時の霧社事件や戦時下の台湾原住民の生活もあり
ありと映し出した。以上、これら二作品に表象された、植民地時代の支配者、被
支配者の眼差しに向き合い、戦争がもたらす悲劇を注視し、その作品研究をおこ
なった。 
 「第四章 戦後の私小説」では、坂口の日本での文学活動について述べる。戦
後、日本に引き揚げた後に書いた小説「蟷螂の歌」「風葬」の二作を取り上げて、
作品の背景や登場人物の分析をし、坂口䙥子の死生観と女性観について論じた。
女性をめぐる描写は、坂口の作品に何度も取り上げられ、一つの特徴を成してい
る。「蟷螂の歌」も、立子という女性を主人公とする物語で、彼女の婚姻生活が
描かれている。「第一節 『蟷螂の歌』論」では、主人公立子の婚姻生活を分析し、
立子がこの逆境を如何に乗り越えて、自分の生き方を見つけていったのかに注
目した。重要なところは、母である女性の母性愛が、本作には描かれている点で
ある。戦前に生まれ、戦後を生きた一人の日本人女性が、母として自立する姿に
目を向け、坂口の女性観を考察した。 
「第二節 『風葬』論」について説明する。「風葬」は、主人公六助と前世の六
助である<あいつ>との心内対話で繰り広げられる小説である。前世の六助を現
世の六助と心内対話させるという奇怪な構成をとった異色作である。生も死も
われわれ人間が必ず辿る過程である。肉体が死んでも、霊魂はほかのところで生
きている。死は単に生の終結ではなく、次の生の始まりでもある。最も重要なの
は、いつ、どういう形で死ぬということではなく、自分の命を大切にして、最後
まで頑張って生きていくということだろう。かつて九州地方で行われていた、風
葬という慣習をモチーフとして、そこに流れる輪廻転生などの死生観を活写し
ている。それは坂口の考える死生観とも繋がることを論究した。 
最後、「結論」では、本論の第一章～四章をまとめ、「坂口䙥子文学研究」にお
いて、どんな新しい見解に至ったのかを総括する。さらに台湾文学史の上で坂口
がどのような位置を占めているか、彼女が求める文学世界とはどのようなもの
であったか、作家としての坂口䙥子の深淵に迫るつもりである。 
 
